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検討テーマ「自分たちで出来ることは？」
自然災害が起きた時にも、なるべく怪我をしない、病気にならない
備えを心掛けましょう！
 家の中を整理する＝けがをしない ・家具の転倒・移動・落下防止
対策・不要なものは捨てる

 熊本地震での災害関連死が全体の８割、うち３０%は避難生活の
ストレスによるものでした。→災害時にも普段どおり生活する ＝
ストレスを減らす、病気にならない ・在宅避難できるように強い
住まいにし、
必ず備蓄をする



１．各家庭での取り組み【自助】
（１）病気になり難い健康な身体の維持・増進のため、規則正しい生活と適度な

栄養の摂取、適度な運動の実施
（例：散歩をしよう、陽の光を適度に浴びよう、他人とお話をしよう・歌っ
てみよう）

（２）大型家具・家財の転倒防止の措置を講じましょう
（３）つまずき防止のため家の中の整理整頓・不要なものは廃棄しよう

２．地域での取り組み【共助】
（１）上記自助を地域で支援しましょう
（２）組織で出来そうなことを日頃から地域で話し合ってみましょう

３．行政に依頼すべきこと【公助】
（１）大きな災害に遭った地方自治体では住民支援の対策を様々に講じています

・家具・家財の転倒防止講習会の開催
・上記転倒防止策を講ずる際の一定額の補助金支援を求める

（２）当地域で要望事項をまとめて行政に提出・行政担当課との協議も実施
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１．千葉県内の各自治体レベルでの取り組み（住民支援事業）
６５歳以上の高齢者世帯や身障者世帯を対象にした事業や補助金給付
柏市は福祉事業として身障者等への補助金支給制度あり（高齢者にはない）
詳しくは：https://www.pref.chiba.lg.jp/bousaik/kagutentouboushi.html

２．大阪市平野区の事例：家具転倒防止器具を区民に無償提供
詳しくは：https://www.city.osaka.lg.jp/hirano/page/0000524255.html

３．家具転倒防止のための参考資料（総務省消防庁版）
詳しくは：

https://www.fdma.go.jp/publication/database/kagu/post1.html

https://www.pref.chiba.lg.jp/bousaik/kagutentouboushi.html
https://www.city.osaka.lg.jp/hirano/page/0000524255.html
https://www.fdma.go.jp/publication/database/kagu/post1.html


２０２１年１１月５日付（太田かづみ新市長誕生のタイミング）
風早北部地域ふるさと協議会（防犯防災部長）から柏市防災安全課長に対し「大災害時に市民が怪
我をしないための対策や補助金の設置」を内容とする下記の要望を提出しました。

その内容：

１２月２３日に実施した同課との協議で同課長
の本件への回答：市民からの要望として市長にレクを行いたい。


